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 ３月７日（火）明和小学校の伝統芸能発表会を訪問しました。地域の伝統芸能保存会の皆さんの御指導をいた

だき一生懸命稽古を重ねてきました。２月２４日の予定でしたが本日に延期。いよいよ披露です！ 

     
【４年生：梁取神楽 それぞれの役に扮して熱演！みんな獅子がやりたかったんです。演技後の光る汗が眩しい！】 

                

                 
【１,２年生：大倉八木節 躍動感のある立派な演技！２年生をお手本に１年生も元気に踊れました。キメ姿もバッチリ！】 

 
【３年生：小林早乙女 踊りはもちろん笛や太鼓、唄もたいへん上手でした！ 来年は神楽に挑戦！】 

 

獅子とひょっとこのやりとりには、お囃子さ

んから相の手が入ります。ひょっとこの動きの

意味を伝える工夫がされているので、観客もス

ッと引き込まれていきます。 

只見のことばでおもしろおかしくひょっと

こを誘導するので、会場には自然と笑い声が生

まれます。 

 

出番前の１,２年生

はちょっぴり緊張し

た様子…。 

「大丈夫！いっぱい

練習したもんね！」 

 
校長先生と教頭先生にも

配役があります。 

 

【最後にご指導のお礼に「感謝状」を贈ります】 

 今年度、私たちに明和地区の伝統芸能を教えて

くださり、ありがとうございました。おかげ様で

ふるさとの伝統芸能を楽しく覚えることができ、

誇りに思います。 

 これからも、伝統芸能を未来につないでいくた

めに、明和小学校の子どもたちに教え続けてくだ

さい。       （児童からの感謝状より） 

子供たちが感じた”誇り”こそ

が、この体験の全てです。これ

からも体験から学ぶ活動を進

めていきます。(湯田校長先生) 


